
１　基本情報
（１）公の施設の名称

（２）施設の設置目的

（３）所管部局

（４）指定管理者名

（５）指定期間

（６）主な事業

（７）有料施設の有無

（８）公募・非公募の別

（９）主な利用者 （１０）市内における受益対象者数

（１１）近隣の類似施設名及び当該施設の評価に用いられている指標

有(利用料金制)

平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで（５年間）

施設の貸館業務、自主事業としてのレストラン事業（施設管理運営事業）
サンスクエア講座、利用者発表会等の自主事業（勤労者福祉事業）

（勤労者総合福祉センター）

指定管理者評価表

産業振興局　商工労働部　雇用推進課

様式１

堺市立勤労者総合福祉センター

市民全般

公募

　　　　　

勤労者等の福祉の増進と教養文化の向上を図るとともに、労働組合の健全な発
展に資するため設置

無

不特定多数

ＳＣＫサービスセンターグループ
（公益財団法人堺市勤労者福祉サービスセンター、株式会社フロンティア）



２　管理運営状況

ア (人)

イ (％)

ウ (％)

ア

イ

ウ

エ

オ

116,076,924 116,136,095 119,670,454 118,541,000

(37.8%) (40.0%) (41.2%) (41.1%) (38.6%)

45,711,000委託料
（　　）内は総支出額
に占める委託料の割
合

合　　　計

収入

人件費

その他経費

支出

合　　　計

利用者数

利用者満足度 87.5 85.9

稼働率

利用者一人当たりの支出額

「利用者サービス」にお
ける市による状況分析

46.3(73.0) 47.2(74.7)

115,380,477

徴収委託の場合
の徴収額

－ － － － －

利用料金収入を伸ばすとともに、電気料金などのコスト削減に積極的
に取り組むことで、前年度以上に黒字を確保し、安定した経営のも
と、ニーズの高い講座の拡充や新規講座の開設など勤労者福祉に資す
るソフト事業の充実に努めている。

「収支状況」における
市による状況分析

老朽化した設備や備品の修繕や取替を適切に行うと共に、定期的な保
守点検や職員等による日常的な点検・確認作業を実施するなど、利用
者の安全確保と快適性の向上に取り組んでいる。

69,325,000

40,119,900 40,382,310 40,796,685

（３）収支状況（単位：円）

平成26年度 平成27年度

　築後25年となり、設備機器や備品などの老朽化が進む中、安全安心な施設運営のために必要
な小規模工事や修繕などに取り組んだ。また、地震発生時の指定避難所としての機能や役割を
地域住民に周知するため、サンスクエアフェスティバル開催時に防災展を開催し、来場者に備
蓄水を配布した。このほか、勤労者向けの新たな講座の開設や、施設機能を活用した地域青少
年育成支援事業、地域児童育成支援事業、ひとり親世帯や若年勤労者を対象とした支援事業を
実施した。

指定管理料

利用料金

負担金

その他収入

（１）特筆すべき事項 (地域貢献等の実績、取組、成果等)

（２）利用者サービス

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

170,388 173,625

指定管理者名 SCKサービスセ
ンターグループ

SCKサービスセ
ンターグループ

SCKサービスセ
ンターグループ

SCKサービスセ
ンターグループ

SCKサービスセ
ンターグループ

平成30年度(予算)

173,688 166,217

83.6 83.7

46.4(74.5) 49.6(75.8)

68,400,000 68,400,000 68,400,000 70,076,246

平成28年度 平成29年度

2,660,900 3,359,700 3,341,000 3,278,000

42,404,025 40,800,000

－

118,541,000107,948,388

3,100,000

4,199,677 3,934,914 3,598,410 3,912,183 5,316,000

32,367,098 30,200,074 30,429,905 30,360,276 32,570,000

43,999,411 43,734,698 44,688,770 44,364,770

39,949,646 35,379,984 33,328,218 33,223,342 40,260,000

6,762,168 7,689,202 11,722,066

116,316,155 109,314,756 108,446,893

683 630 624 649

（勤労者総合福祉センター）

0

市への納付金の額 － － － － －

収支差額 -935,678



（勤労者総合福祉センター）

３　目標管理、評価等

（１）適正な管理運営の確保

評価の
指標 有責事故発生件数 （設定理由）

適正な施設の維持管理を行うことで施設内の
事故等を防ぐことができる

目標 0件 （設定理由） 有責事故0件をめざす

実績 0件

 （分　　  析）
※目標未達成時
は詳細な原因分
析

適切な維持管理の結果、目標どおり有責事故
0件となった。

市の評価

評価 Ａ

具
体
的
な
理
由

設備や備品の老朽化に備え、定期的な点検に
加え日常的な点検を実施するなど、安全な施
設管理に努めている。

対
応
策
等

日常的な点検等により、設備や備品の異常を
発見したときには、市と連携して速やかに対
応するなど、利用者の安全確保を図ってもら
いたい。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

　有責事故発生件数

平等利用、維持管理、人員配置、事故対応、
安全・緊急時対策等に関する特記事項

施設の設備や備品については保守点検等を適切に行い、故
障時には速やかに修理をして利用者の安全確保に努めてい
る。ただし、設備や備品の老朽化が進んでおり、全面的な
改修も必要である。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

料理実習室の水栓の水はねがたびたび発生した際に、早急
に水栓シャワー部品を取り換える工事を行った。また、和
室の障子張替えも実施し貸室の使用価値を高めた。

管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ａ

施設管理運営については日々安全で快適にご
利用していただけるよう最善を尽くしてい
る。

施設の安全な利用のため、備品、機器類の修
理及び更新を図るとともに、引き続き職員の
接遇研修や危機管理意識の向上に努めたい。
このための業務研修も随時実施し、利用者の
満足度や利便性の向上を図っていく。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

0件 0件 0件 0件 0件



（勤労者総合福祉センター）

（２）利用者サービスの向上への取組

評価の
指標 区分稼働率 （設定理由）

施設運営の成果を評価するうえで最も参考
になるため

目標 41% （設定理由） 仕様書上の目標・水準による。

実績 49.6%

 （分　　  析）
※目標未達成時
は詳細な原因分
析

前年度と比べ3.2ポイントの増となった。市が仕
様書で求めている水準は上回ったが、指定管理者
が提案書で掲げている目標（58％）は達成できな
かった。

市の評価

評価 Ｂ

具
体
的
な
理
由

利用率の高かったミーティングルームを廃
止したものの、他の部屋の利用が増えてい
るため、稼働率を向上させている。

対
応
策
等

積極的な広報活動を行うとともに、備品の
更新など施設機能の充実に取り組むこと
で、更なる稼働率の向上を図ってもらいた
い。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

利用者サービス、利用促進、自主事業、人権
尊重に配慮した情報提供、利用者意見・要望
の反映等に関する特記事項

当施設は地震災害時の避難場所になっており、毎年開かれてい
るサンスクエアフェスティバルでは、平成26年度から防災への
備えとして防災パネル展を実施するとともに会場で備蓄水を配
布し災害への意識を高めている。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその対
応

特に利用時間延長のニーズがあるサンスクエアホールについ
て、延長利用の料金を定め平成29年4月から実施した。

管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ｂ

前年度比較では区分稼働率が3.2ポイント増
となったが、利用者数、利用件数は前年を下
回った。さかいJOBステーションの入居に伴
いミーティングルームを廃止したため利用者
数、利用件数の減となった。事業では勤労者
のニーズに応じたパソコンの1日コースなど
を実施し受講者の拡大に努めた。

館の利用者拡大のためニーズに応じた事業の
推進に努めるとともに、館の認知度を上げる
ため効果的なＰＲ活動や事業の誘致に努めて
いきたい。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水準
を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

■区分稼働率 経年比較

区分稼働率 経年比較

40.5 46.3 47.2 46.4 49.6

（％）



（勤労者総合福祉センター）

（３）収支の実績

評価の
指標 単年度収支の黒字確保 （設定理由）

指定管理者事業における収支の状況の基礎
となるもの

目標 2,770,000円の黒字 （設定理由）
平成29年度収支予算書及び事業計画書にお
ける目標値

実績 11,722,066円の黒字

 （分　　  析）
※目標未達成時
は詳細な原因分
析

利用料金収入の確保や空調、照明の省エネ
に取り組むとともに、電力会社との新たな
契約によってコスト削減ができ、単年度黒
字となった。

市の評価

評価 Ａ

具
体
的
な
理
由

日常的な節電に加え電力会社との契約見直
しによりコスト削減に取り組むとともに、
利用料金収入を確保することで、安定した
経営を実現している。

対
応
策
等

指定管理者で行うことができる修繕等につ
いては積極的に行い、施設の利便性や機能
性を高めながら利用者の拡大に取り組むこ
とができるよう、継続して財務改善を図っ
てもらいたい。

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

仕様書で求める目標や水準を下回り、努力が必要なもの

目
標
管
理

収入増加のための取組、収支状況、経営状
況、経理事務等に関する特記事項

平成29年度は利用料金収入の増や照明の節約、空調機器内
の設定温度の調整などを行うとともに電力会社との新たな
契約により大幅なコスト削減ができた。

利用者等からの意見、要望、苦情等とその
対応

特になし

管理運営が適切に行われたとは認められず、改善が必要なもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ａ

昨年度に引き続き不要な照明、冷暖房の削
減節約に努める一方、電力料金の見直しで
電力コスト削減が実現した。稼働率は前年
を上回るも利用者数は前年度より減少した
が利用料金収入が増収となった結果、単年
度収支は黒字となった。

事業経費の効率化を図るとともに、一層の
光熱水費のコスト削減に取り組み、LEDを導
入するなど省エネ化の推進を図る。

評
価
基
準

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を大幅に上回り（120％以上）、かつ前年度実績を上回る成果があり、特に優れているもの

効率的又は効果的な管理運営に資する具体的な業務改善等の取組みを行い、仕様書で求める目標や水
準を上回り、かつ前年度実績を上回る成果があり、優れているもの

概ね仕様書で求める目標や水準どおり（80～100％）の成果があり、適正なもの

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

収支状況（千円） 4,746 -931 6,762 7,689 11,722
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